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Ⅰ．はじめに 

 介護保険法が制定され、特別養護老人ホームも措置制度から契約利用へと変わり、自

立に向けた個別的なケアが推進されるようになった。施設におけるケアは専門職で構成さ

れたチームで行われ、中でも高齢者ケアの中核を担う介護職と看護職の連携・協働は重

要である。しかし、両職種の協働関係は成立しにくい状況が指摘されている。そこで本研

究の目的は、介護老人福祉施設における看護職と介護職の協働に関する満足度調査

及び自由記述から主観的な側面を主とした協働の実態について検討するとした。 

Ⅱ．研究方法 

 対象は A 介護老人福祉施設に勤務する看護職員 9 名介護職員 37 名で、調査は 2012

年 9 月に実施した。調査項目は、最新介護福祉全書「介護技術」5）を参考にして 8 項目

（食事、排泄、睡眠、清潔、整容、余暇、体調の変化、医療的ケア）選定し、各支援場面

における両職種間の協働について満足の程度を聞いた。分析方法は、データを集計し施

設全体の傾向と両職種の傾向をとらえた。倫理的配慮として、調査対象者には本研究の

趣旨に基づいて研究への参加は任意であること等を書面によって説明し同意を得た。 

Ⅲ．結果 

 調査票の回収率は、介護職 78.4％看護職 88.9％であった。回答者の属性は、介護職

は女性が 6 割で、看護職は 9 割であった。施設全体の平均満足度得点の最も高い項目

は「医療的ケア」で、最も低い項目は「食事」であった。職種別の平均満足度得点では、介

護職の最も高い項目は「医療的ケア」であり、最も低い項目は「食事」であった。看護職の

最も高い項目は「睡眠」であり、最も低い項目は「整容」であった。両職種への要望、期待

することは、介護職から看護職へは、お互いの意見交換ができる機会を設ける等であり、

看護職から介護職へは、お互いの専門性を理解し尊重できればといいと思う等であった。 

Ⅳ．考察 

両職種共通して満足度の高い項目は、「体調の変化」であった。施設の高齢者は、疾

病を抱えながら生活をしているため、両職種の専門性を発揮しながら協働を進めていくこと

が重要である 6）。共通して満足度の低かった項目は「食事」であった。日常生活支援は、

両職種とも「看護も介護も基本的に同じ」と認識しており、看護職の方から情報を共有する

努力を行う必要があるとの指摘 7）もあることから、看護職からの歩み寄りが協働の促進につ

ながるのではないかと考える。看護職の満足度が高く、介護職の満足度の低かった項目

は「余暇」であった。看護職は健康管理・医療的業務の役割をもち、介護職は生活援助

業務を主たる役割としている 8）ことから、看護職は観察重視の参加の仕方をしている可能

性があり、満足度の差に表れたと考える。介護職の満足度が高く、看護職の満足度の低

かった項目は「医療的ケア」であった。入居者の健康状態について、両職種の判断や状

態の捉え方にずれがある 3）との指摘があり低い結果につながったと考える。自由記述の内

容から、両職種とも専門性の理解不足と日頃のコミュニケーション不足を感じている。今後、

協働関係を発展させていくためには、お互いを尊重し合うこと、話し合いの場を積極的に

設けることが重要であることが示唆された。
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